
 
 令和 6年 4月 26日 

 
京都アリーナ(仮称)の機能・規模の概要を決定 

～整備･運営に係る公募型プロポーザルの実施について～ 
 

■屋内競技と自転車競技を合わせた府内スポーツ振興の拠点として、向日町競輪場

で検討中の屋内スポーツ施設（アリーナ）の機能・規模の概要を決定しました。 

■また、民間事業者のノウハウや創意工夫を最大限に引き出すために、事業手法等

も含めた幅広い提案を受け付けますので周知をお願いします。 

 

１ アリーナに求める機能・規模の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ オープンの目標 
 

令和 10年度(2028年度) 

※令和 11年度に向日町競輪場敷地全体のリニューアルオープンを予定 

 

３ 公募型プロポーザルについて 
 

（１）ねらい 
・府民負担の軽減を図るため、施設整備から運営までコスト削減につながる民間の創意
工夫を引き出す。 

・文化イベントやコンベンションなどの多用途利用を想定し、利用者満足度の向上の観
点から、民間自由度の高い施設の整備・運営手法とする。  

（２）提案を求める内容 
・設計施工から管理運営までの一括提案を求めることにより、維持管理運営を見据えた
効率的かつ効果的な事業実施を期待。 

・事業手法（事業スキーム）、事業費、事業期間などについて、民間事業者から幅広い
提案を受け付けることとし、府は予め要件を設定しない。  

（３）公募開始時期 
近日中に公募開始予定 
※募集要項等の公募に関する資料は「京都府ホームページ（入札・プロポーザル情報）」
に掲載予定 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

文化施設政策監付企画参事 新井   TEL 075-414-4668 

 

    

 

メインアリーナ ／ サブアリーナ 

▶ アジア大会や世界大会のアジア予選などの国際大会やプロリーグなどの観戦機会を提供で

きる施設 
・スポーツ開催時(バスケ･バレー) ８千人以上収容 

・プロリーグのある、屋内スポーツのチームがホームアリーナとして使用 
 
▶ インターハイや国民スポーツ大会の府予選決勝など、府民が目指す大会を開催できる施設 
 
▶ イベントのない日も、日常的に府民・市民が憩い、スポーツに親しめる施設 
 
▶ 文化芸術（音楽コンサート）などに関連するイベント、ビジネスマッチング（コンベンシ

ョン）など、多用途利用に対応した施設 
 
▶ 競輪事業との相乗効果を図れる施設 


